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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 

全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 吉野一郎・千葉大学大学院呼吸器病態外科学・教授 

研究協力者 鈴木秀海・千葉大学医学部附属病院呼吸器外科・講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ａ．研究目的 
 
本邦で2017年と2021年に外科治療を受けた
肺癌症例の患者情報、疾患情報、手術情報、
予後情報のデータベースを構築し、肺癌外科
治療の現状と治療成績を調査する。 
 
 
Ｂ．研究方法 
 
１ 日本呼吸器外科学会専門医修練施設 670
施設に研究参加の公募を行う。 
２ 各年のNational Clinical Database(NCD)
に登録された症例のうち、NCD 基本 144 項目
に追加 70項目（手術、病理、再発、予後など
）を追加し、解析する。2017 年症例は後方視
、2021 年は前方視的にデータを収集する。 
 
（倫理面への配慮） 
非介入研究であり、オプトアウトで同意を得
る。 
 
 
Ｃ．研究結果             
 
 現在、NCD 事務局、肺癌登録合同委員会、
日本呼吸器外科学会理事会等で最終的な研
究プロトコールを作成中である。 
 

 
Ｄ．考察               
本研究が実施されることになれば、将来的に
通年で肺癌外科症例の登録が実施される可能
性があり、さらに内科症例についても拡大で
きるかもしれない。 
 
 
Ｅ．結論 
 
NCD をベースにしたがん登録研究は、これま
でよりも研究者の少ない労力で実施可能であ
り、audit の問題も解決できるため、我が国
のがん登録研究のモデルになりうる。 
 
 
Ｆ．健康危険情報  
 
  特になし 
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研究要旨（肺癌臨床データベースの現状と将来 －通年登録研究と短期間前向き登録研究の実情・可能
性） 
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悪性腫瘍の当該研究年の症例を後方視あるいは前方視的に登録し、実臨床の現状分析、予後因子の解

析を行うとともに、TNM分類への貢献を目的とした国際データベースへしてきた。一方、2011年より

外科手術症例の登録事業である National Clinical Database (NCD)が開始され、我が国の外科医療の実態

が明らかにされるようになったが、と急性期の成績のみで、がん登録にはなり得ていない。そこで第

１０次事業と第１１次事業ではそれぞれ 2017 年、2021 年の肺癌外科手術症例について、NCD に登録

されたデータに、再発・予後情報を付け加えて研究を進めることにした。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
 なし 

  
2. 実用新案登録 
  なし 
  
3.その他 
  なし 
 
 


